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（上段左から）
　こ　　ん　ゆ う あくん（３さい）
　さかざき　か い りくん（３さい）
　ながさか　ゆうとくくん（３さい）
　た な か　さ く あさん（３さい）
　いしざわ　い っ とくん（２さい）
　さかざき　が　　いくん（２さい）

（下段左から）
　よ な が　さ　　わさん（２さい）
　さかざき　み づ きさん（１さい）
　み う ら　しんじろうくん（２さい）
　まつさわ　こ は るさん（２さい）
　い と う　う た のさん（２さい）
　くろたき　こ い きさん（２さい）
　やまもと　か ん じくん（２さい）
　やまもと　ま な とくん（２さい）
　やまもと　は る とくん（０さい７かげつ）

みはる保育園のなかよしたち

「今年は　ハッピーマウス！」

新年の無病息災を願う
　寒風が吹きつける中、岩崎地区で行われた
「裸参り」。締め込み姿で練り歩く男衆は、
威勢のいい掛け声で新年の無病息災を願いま
した。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

２月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年２月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

山﨑　結惟ちゃん（北金２区）
H28／１／６生

「元気いっぱい大きくなってね！」

ゆ い

黒滝　乎粋ちゃん（追良瀬）
H30／１／28生

「今年もたくさんあそぼうね！」

こ いき

世永　咲羽ちゃん（風合瀬）
H29／12／１生

「わが家のわんぱくガール　」

さ わ



深浦町長　

　吉　田　　満
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令
和
２
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
町
政
運
営

の
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理
解
と
御
協
力
、

並
び
に
御
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
一
言
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
、
台
風
15
号
及

び
19
号
に
伴
う
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
九
州

及
び
東
日
本
各
地
で
洪
水
や
土
砂
崩
れ
、
河

川
の
決
壊
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
当

町
で
は
大
き
な
被
害
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
き
、
企
業
収
益
が
高
水
準

で
推
移
す
る
中
、
内
需
の
柱
で
あ
る
個
人
消

費
や
設
備
投
資
は
消
費
増
税
の
反
動
は
あ
る

も
の
の
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
で
も
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
回
復
の
実
感
に
乏
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
政
府
は
、
令
和
の
時
代
の
新
た
な
国
創
り

へ
の
挑
戦
を
果
敢
に
進
め
る
と
し
て
、
第
４

次
安
倍
晋
三
内
閣
が
「
復
興
・
国
土
強
靭
化

の
推
進
」
、「
頑
張
っ
た
人
が
報
わ
れ
る
経

済
成
長
」
、「
全
て
の
世
代
が
安
心
で
き
る

社
会
保
障
改
革
」
、「
美
し
く
伝
統
あ
る
故

郷
（
ふ
る
さ
と
）
を
守
り
、
次
世
代
へ
引
き

渡
す
」
、「
新
し
い
時
代
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
を
築
く
」
の
５
本
柱
を

掲
げ
、
政
策
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
、
11
年

連
続
で
黒
字
決
算
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
は
町
の
歳
入
の
半
分
以
上

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
町
村
合
併
に
よ

る
特
例
期
間
の
終
了
に
よ
り
段
階
的
に
縮
減

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
行

財
政
改
革
に
努
め
、
引
続
き
財
政
健
全
化
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
を
十
分
認
識
し

な
が
ら
、
財
政
基
盤
の
安
定
と
持
続
性
を
確

保
し
つ
つ
、
深
浦
町
第
二
次
総
合
計
画
に
掲

げ
た
町
の
将
来
像
や
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
基

本
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
政
策
的
経
費
を
確
保
し
、「
生
き
が

い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
に
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
下
に
お
け

る
深
浦
町
の
基
幹
産
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
ず
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
に
よ
る

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ
れ
、
過
剰

作
付
け
へ
の
抑
止
力
が
低
下
し
、
米
価
の
下

落
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県
農
業

再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
独
自
に
生
産
数
量

目
標
を
設
定
し
、
生
産
者
に
情
報
提
供
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
・
漁
場
等

の
環
境
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
天
然
資

源
依
存
型
の
漁
業
か
ら
栽
培
漁
業
・
資
源
管

理
型
漁
業
へ
の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
か
ら
本
格
的
な
海
面
養
殖
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事

業
の
推
進
が
、
更
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
結
び
つ
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
５
月
に
は
、
北
金
ヶ
沢
漁

港
の
新
荷
さ
ば
き
施
設
が
完
成
し
、
こ
の
施

設
を
拠
点
に
、
当
町
の
新
鮮
な
水
産
物
が
全

国
に
配
送
さ
れ
、
深
浦
産
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
昨
年
５
月
、
仙
台
市
の
楽

天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
で
行
わ
れ
た
「
プ
ロ
野

球
・
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
対
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
の
１
軍
公
式
戦
に
２
年
連
続
と
な

る
冠
協
賛
を
し
、
「
白
神
山
地
と
マ
グ
ロ
の

町
・
深
浦
町
ナ
イ
タ
ー
」
と
題
し
た
大
々
的

な
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
深
浦
の

魅
力
を
強
力
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
等

で
、
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
白
神
岳

避
難
小
屋
が
昨
年
10
月
に
完
成
し
、
登
山
者

の
皆
さ
ま
の
安
全
の
た
め
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
８
回
目
と
な
る
北
金
ヶ
沢
の
大

イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
「
ビ
ッ
グ
イ
エ

ロ
ー
」
で
は
、
点
灯
式
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

中
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
「
し
ら

か
み
号
」
を
徐
行
運
転
し
、
乗
客
の
皆
様
に

観
覧
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
、
深
浦
診
療
所
及
び
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
町
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、

在
宅
医
療
の
充
実
・
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
・
各
種
が
ん
検
診
を
重
点
的
に
展

開
し
、
さ
ら
な
る
総
合
的
な
地
域
医
療
体
制

の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
教
育
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
学
校
統
合
の
問

題
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
児

童
・
生
徒
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を

伸
ば
し
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形

成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
豊
か
な
心
を
育
て
る

学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

白
神
山
地
と
日
本
海
と
い
う
豊
か
な
自
然
や

歴
史
・
文
化
を
最
大
限
活
用
し
、
生
涯
学
習

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
が
図
ら
れ

る
よ
う
各
種
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

深
浦
町
と
岩
崎
村
が
合
併
し
て
来
る
３
月
31

日
で
15
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
大
き
な
節
目
を
機
に
更
な
る
深
浦
町

の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
な
お
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
を
十
分
認
識
し

な
が
ら
、
財
政
基
盤
の
安
定
と
持
続
性
を
確

保
し
つ
つ
、
深
浦
町
第
二
次
総
合
計
画
に
掲

げ
た
町
の
将
来
像
や
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
基

本
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
政
策
的
経
費
を
確
保
し
、「
生
き
が

い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
に
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
下
に
お
け

る
深
浦
町
の
基
幹
産
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
ず
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
に
よ
る

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ
れ
、
過
剰

作
付
け
へ
の
抑
止
力
が
低
下
し
、
米
価
の
下

落
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県
農
業

再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
独
自
に
生
産
数
量

目
標
を
設
定
し
、
生
産
者
に
情
報
提
供
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
・
漁
場
等

の
環
境
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
天
然
資

源
依
存
型
の
漁
業
か
ら
栽
培
漁
業
・
資
源
管

理
型
漁
業
へ
の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
か
ら
本
格
的
な
海
面
養
殖
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事

業
の
推
進
が
、
更
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
結
び
つ
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
５
月
に
は
、
北
金
ヶ
沢
漁

港
の
新
荷
さ
ば
き
施
設
が
完
成
し
、
こ
の
施

設
を
拠
点
に
、
当
町
の
新
鮮
な
水
産
物
が
全

国
に
配
送
さ
れ
、
深
浦
産
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
観
光
面
で
は
、
昨
年
５
月
、
仙
台
市
の
楽

天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
で
行
わ
れ
た
「
プ
ロ
野

球
・
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
対
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
の
１
軍
公
式
戦
に
２
年
連
続
と
な

る
冠
協
賛
を
し
、
「
白
神
山
地
と
マ
グ
ロ
の

町
・
深
浦
町
ナ
イ
タ
ー
」
と
題
し
た
大
々
的

な
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
深
浦
の

魅
力
を
強
力
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
等

で
、
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
白
神
岳

避
難
小
屋
が
昨
年
10
月
に
完
成
し
、
登
山
者

の
皆
さ
ま
の
安
全
の
た
め
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
８
回
目
と
な
る
北
金
ヶ
沢
の
大

イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
「
ビ
ッ
グ
イ
エ

ロ
ー
」
で
は
、
点
灯
式
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間

中
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
「
し
ら

か
み
号
」
を
徐
行
運
転
し
、
乗
客
の
皆
様
に

観
覧
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
、
深
浦
診
療
所
及
び
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
町
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、

在
宅
医
療
の
充
実
・
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
・
各
種
が
ん
検
診
を
重
点
的
に
展

開
し
、
さ
ら
な
る
総
合
的
な
地
域
医
療
体
制

の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
教
育
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
学
校
統
合
の
問

題
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
児

童
・
生
徒
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を

伸
ば
し
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形

成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
豊
か
な
心
を
育
て
る

学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

白
神
山
地
と
日
本
海
と
い
う
豊
か
な
自
然
や

歴
史
・
文
化
を
最
大
限
活
用
し
、
生
涯
学
習

の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
が
図
ら
れ

る
よ
う
各
種
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

深
浦
町
と
岩
崎
村
が
合
併
し
て
来
る
３
月
31

日
で
15
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
大
き
な
節
目
を
機
に
更
な
る
深
浦
町

の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
な
お
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　改
元
目
前
の
昨
年
四
月
に
行
わ
れ
た
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
、
新
人
三
人
を
含

む
十
二
人
が
選
出
さ
れ
、
令
和
と
い
う
時
代

の
町
政
の
一
端
を
担
う
新
生
深
浦
町
議
会
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　議
員
一
同
、
皆
様
の
信
託
に
応
え
る
た
め
、

地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、
執
行
部
と
の
良
好

な
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
町
政
発
展
の
た

め
に
議
論
を
尽
く
し
、
地
道
に
議
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令
和
元
年
は
、
皇
位
継
承
に
伴
う
慶
祝
行

事
が
多
数
執
り
行
わ
れ
、
新
し
い
時
代
の
始

ま
り
に
国
内
が
祝
賀
ム
ー
ド
に
湧
く
一
方
で
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故

や
相
次
ぐ
あ
お
り
運
転
の
ト
ラ
ブ
ル
、
保
護

者
に
よ
る
凄
惨
な
児
童
虐
待
、
学
校
内
で
行

わ
れ
た
教
員
間
の
い
じ
め
・
暴
行
な
ど
、
耳

を
疑
う
事
件
が
連
日
報
道
さ
れ
、
現
代
の
日

本
が
抱
え
る
社
会
問
題
の
一
部
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
日
本
の
広
い
地
域
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
台
風
19
号
や
こ
れ
に
追
い
打

ち
を
掛
け
る
よ
う
な
豪
雨
が
関
東
・
東
北
地

域
等
で
猛
威
を
振
る
う
な
ど
、
一
昨
年
の
大

阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
か
ら
止
む
こ
と
な
く
続
く
自
然
災

害
の
頻
発
に
よ
り
、
総
じ
て
厳
し
い
一
年
で

あ
っ
た
と
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
多
数
の
方
々
の

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者

の
方
々
の
計
り
知
れ
な
い
精
神
的
・
身
体
的

御
労
苦
に
思
い
を
致
し
、
心
か
ら
の
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
国
内
情
勢
の
中
、
当
町
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、
吉
田
町

政
が
推
し
進
め
る
諸
施
策
が
順
調
に
進
展
し
、

大
戸
瀬
支
所
の
移
転
開
業
、
白
神
岳
避
難
小

屋
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
町
道
十
二
湖
公
園

線
道
路
改
良
事
業
や
大
戸
瀬
地
区
定
住
住
宅

整
備
な
ど
、
多
数
の
具
体
的
成
果
が
見
ら
れ
、

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
一
定
の
評
価
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
対
策
、
医
療
の
確
保
、
雇
用
の
創
出
、
産

業
振
興
対
策
、
行
財
政
改
革
等
々
、
解
決
に

向
け
て
急
施
を
要
す
る
課
題
も
少
な
か
ら
ず

顕
在
し
て
い
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

我
々
町
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
町
執
行
部
と
の

立
場
や
権
能
の
違
い
を
踏

ま
え
、
活
発
な
議
論
と
積

極
的
な
提
言
や
提
案
を
行

い
、
皆
さ
ま
の
福
祉
の
増

進
や
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
得
る
議
会
活
動
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
気
を
引
き
締
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　深

浦
町
が
合
併
十
五
周

年
の
節
目
の
迎
え
る
今
年

は
、
十
二
支
の
先
駆
け
で

あ
る
「
子
年
」
で
あ
り
ま

す
。　七

福
神
の
一
柱
で
あ
る

大
黒
天
の
使
い
「
子
」
に

あ
や
か
り
、
深
浦
町
に
福
徳
・
財
宝
が
も
た

ら
さ
れ
、
皆
様
が
精
神
的
な
豊
か
さ
や
生
活

の
質
の
向
上
、
そ
し
て
、
人
と
人
と
の
絆
を

実
感
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
が
一
段
と
加

速
す
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
は
、
町
議
会
に
対
す
る
引

き
続
き
の
御
支
援
、
御
鞭
撻
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
町
民

お
一
人
お
一
人
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

深
浦
町
議
会

　

　議長
　小

野

文

之

ひ
と
は
し
らね

ず
み

　年
末
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
裸
参
り
」
が

町
内
各
地
で
行
わ
れ
、
「
サ
イ
ギ
、
サ
イ

ギ
」
と
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
響
か
せ
た
男

衆
が
、
新
年
の
五
穀
豊
穣
や
豊
漁
、
無
病
息

災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　こ
の
う
ち
、
17
日
に
は
崎
の
町
地
区
で
実

施
。
冷
た
い
大
雨
が
降
る
中
、
男
衆
が
円
覚

寺
を
目
指
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
、
し
め
縄

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
た
舮
作
地
区
の
裸

参
り
は
、
月
夜
見
神
社
を
参
拝
し
、
そ
の
後

伝
統
芸
能
で
あ
る
餅
つ
き
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
24
日
に
は
岡
町
地
区
で
、
30
日

に
は
岩
崎
地
区
と
正
久
地
区
で
裸
参
り
が
行

わ
れ
、
男
衆
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
一

目
見
よ
う
と
沿
道
に
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

地
域
に
根
付
く
伝
統
文
化
を
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

年
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の
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物
詩
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、
サ
イ
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」

　
　
　
　
　
　響き
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る
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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　改
元
目
前
の
昨
年
四
月
に
行
わ
れ
た
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
、
新
人
三
人
を
含

む
十
二
人
が
選
出
さ
れ
、
令
和
と
い
う
時
代

の
町
政
の
一
端
を
担
う
新
生
深
浦
町
議
会
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　議
員
一
同
、
皆
様
の
信
託
に
応
え
る
た
め
、

地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、
執
行
部
と
の
良
好

な
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
町
政
発
展
の
た

め
に
議
論
を
尽
く
し
、
地
道
に
議
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令
和
元
年
は
、
皇
位
継
承
に
伴
う
慶
祝
行

事
が
多
数
執
り
行
わ
れ
、
新
し
い
時
代
の
始

ま
り
に
国
内
が
祝
賀
ム
ー
ド
に
湧
く
一
方
で
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故

や
相
次
ぐ
あ
お
り
運
転
の
ト
ラ
ブ
ル
、
保
護

者
に
よ
る
凄
惨
な
児
童
虐
待
、
学
校
内
で
行

わ
れ
た
教
員
間
の
い
じ
め
・
暴
行
な
ど
、
耳

を
疑
う
事
件
が
連
日
報
道
さ
れ
、
現
代
の
日

本
が
抱
え
る
社
会
問
題
の
一
部
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
日
本
の
広
い
地
域
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
台
風
19
号
や
こ
れ
に
追
い
打

ち
を
掛
け
る
よ
う
な
豪
雨
が
関
東
・
東
北
地

域
等
で
猛
威
を
振
る
う
な
ど
、
一
昨
年
の
大

阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
か
ら
止
む
こ
と
な
く
続
く
自
然
災

害
の
頻
発
に
よ
り
、
総
じ
て
厳
し
い
一
年
で

あ
っ
た
と
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
多
数
の
方
々
の

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者

の
方
々
の
計
り
知
れ
な
い
精
神
的
・
身
体
的

御
労
苦
に
思
い
を
致
し
、
心
か
ら
の
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
国
内
情
勢
の
中
、
当
町
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、
吉
田
町

政
が
推
し
進
め
る
諸
施
策
が
順
調
に
進
展
し
、

大
戸
瀬
支
所
の
移
転
開
業
、
白
神
岳
避
難
小

屋
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
町
道
十
二
湖
公
園

線
道
路
改
良
事
業
や
大
戸
瀬
地
区
定
住
住
宅

整
備
な
ど
、
多
数
の
具
体
的
成
果
が
見
ら
れ
、

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
一
定
の
評
価
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
対
策
、
医
療
の
確
保
、
雇
用
の
創
出
、
産

業
振
興
対
策
、
行
財
政
改
革
等
々
、
解
決
に

向
け
て
急
施
を
要
す
る
課
題
も
少
な
か
ら
ず

顕
在
し
て
い
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

我
々
町
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
町
執
行
部
と
の

立
場
や
権
能
の
違
い
を
踏

ま
え
、
活
発
な
議
論
と
積

極
的
な
提
言
や
提
案
を
行

い
、
皆
さ
ま
の
福
祉
の
増

進
や
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
得
る
議
会
活
動
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
気
を
引
き
締
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　深

浦
町
が
合
併
十
五
周

年
の
節
目
の
迎
え
る
今
年

は
、
十
二
支
の
先
駆
け
で

あ
る
「
子
年
」
で
あ
り
ま

す
。　七

福
神
の
一
柱
で
あ
る

大
黒
天
の
使
い
「
子
」
に

あ
や
か
り
、
深
浦
町
に
福
徳
・
財
宝
が
も
た

ら
さ
れ
、
皆
様
が
精
神
的
な
豊
か
さ
や
生
活

の
質
の
向
上
、
そ
し
て
、
人
と
人
と
の
絆
を

実
感
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
が
一
段
と
加

速
す
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
は
、
町
議
会
に
対
す
る
引

き
続
き
の
御
支
援
、
御
鞭
撻
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
町
民

お
一
人
お
一
人
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

深
浦
町
議
会

　

　議長
　小

野

文

之

ひ
と
は
し
らね

ず
み

　年
末
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
裸
参
り
」
が

町
内
各
地
で
行
わ
れ
、
「
サ
イ
ギ
、
サ
イ

ギ
」
と
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
響
か
せ
た
男

衆
が
、
新
年
の
五
穀
豊
穣
や
豊
漁
、
無
病
息

災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　こ
の
う
ち
、
17
日
に
は
崎
の
町
地
区
で
実

施
。
冷
た
い
大
雨
が
降
る
中
、
男
衆
が
円
覚

寺
を
目
指
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
、
し
め
縄

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
た
舮
作
地
区
の
裸

参
り
は
、
月
夜
見
神
社
を
参
拝
し
、
そ
の
後

伝
統
芸
能
で
あ
る
餅
つ
き
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
24
日
に
は
岡
町
地
区
で
、
30
日

に
は
岩
崎
地
区
と
正
久
地
区
で
裸
参
り
が
行

わ
れ
、
男
衆
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
一

目
見
よ
う
と
沿
道
に
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

地
域
に
根
付
く
伝
統
文
化
を
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

年
末
の
風
物
詩

　「サ
イ
ギ
、
サ
イ
ギ
」

　
　
　
　
　
　響き
渡
る
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田　中　映　子　さん
（５区）

中　林　れい子　さん
（４区）

青　木　周　市　さん
（３区）

大　沢　えり子　さん
（横磯）

西　崎　美　幸　さん
（舮作）

秋　元　忠　男　さん
（１２区）

松　浦　正　子　さん
（川原町）

鳴　海　百合子　さん
（崎の町）

相　馬　　　博　さん
（７区）

掛　端　登志子　さん
（６区）

岩　根　久美子　さん
（塩見崎）

岩　根　のぶ子　さん
（相野山）

角　谷　千恵子　さん
（広戸）

山　本　幸　子　さん
（東野）

細　川　久美子　さん
（長慶平）

山　本　信　広　さん
（風合瀬）

新　岡　重　治　さん
（風合瀬）

新　谷　　　恭　さん
（驫木）

平　沢　美保子　さん
（驫木）

前　田　正　彦　さん
（松原）

古　川　信　子　さん
（北金３区）

大　川　涼　子　さん
（北金２区）

山　﨑　美代子　さん
（北金１区）

小　野　けい子　さん
（田野沢）

小　野　弘　子　さん
（晴山）

秋　元　康　栄　さん
（沢辺）

藤　田　せ　つ　さん
（岩坂）

藤　田　節　子　さん
（柳田）

福　澤　裕美子　さん
（関）

長谷川　勝　子　さん
（関）

堀　内　カ　ツ　さん
（正久）

菊　池　由　佳　さん
（岩崎上）

神　　　和　子　さん
（岩崎上）

七　戸　和　夫　さん
（岩崎中）

菊　池　満　子　さん
（岩崎下）

菊　池　禮　子　さん
（大間越）

加　藤　良　春　さん
（黒崎）

七　戸　　　曉　さん
（松神）

伊　藤　和　江　さん
（森山）

原　田　真希子　さん
（正久）

佐　藤　京　子　さん 石　村　修　一　さん 川　幡　江梨子　さん

～地域の身近な相談相手「民生児童委員」にご相談を～

民生委員・児童委員

生活で困っていることはありませんか？生活で困っていることはありませんか？
12月11日、任期満了に伴う民生児童委員の任命式が町民文化ホールで行われました。
地域福祉のサポート役として、悩みや困っていることがありましたら、お気軽にご相談ください。

主任児童委員
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まちか
ど

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　深浦町議会議員を対象とした認知症
サポーター養成講座が開催され、議員
11人が認知症について理解を深めま
した。特別養護老人ホームはまなす荘の平沢一臣氏
により、認知症の症状や接し方について講義を受け
た後、職員2人による寸劇で認知症の方への話し方
の良い例と悪い例をわかりやすく紹介しました。認
知症の方には、焦らせたり責めたりせず、笑顔で優
しく何回でも話してあげるなど周囲の対応が大事だ
ということを学んでいました。最後に、今後は地域
で認知症の人やその家族の応援者となることを全
員で確認しました。

パンの形成作業に見入る参加者

障がい者就労施設を訪問
　障がいのある方への知識と理解を深める

訪問事業が、障がい者就労施設「ゆきあい

の里」で行われました。

　同施設では、一般企業への就職が困難な19人の利用

者に働く場を提供し、生産活動を通して楽しい生活を

送ることができるよう支援を行っています。

　13人の参加者は、町民に人気のパンや絵付け体験な

どに使われる土鈴形成作業、果物用のクッション材の

梱包作業を見学。真剣に楽しみながら作業する施設利

用者と触れ合いました。

12／
11

文部科学大臣表彰（学校保健）
　令和元年度学校保健及び学校安全表彰（文
部科学大臣表彰）として、岩崎中学校（小山
太人校長）が表彰を受けました。
　この表彰は、学校保健及び学校安全の普及と向上のため、
優秀な成果を上げた学校に対し行われるものです。
　岩崎中学校は、平成27年度から２年間にわたり青森県
健康教育実践研究校として指定され、全校をあげての健康
教育の実践に取組むとともに、いわさき小学校と合同の
「学校保健委員会」を立ち上げ、小中が連携して取組む活
動をするなど、その取組は、健康教育の普及と向上に貢献
するとともに、他の学校の模範となる活動を展開している
ことが高く評価され、今回の表彰団体に選ばれました。

11／
26

プレゼントを受け取る園児

子どもたちが赤十字募金
　みはる保育園の園児５人が町役場

を訪れ、困っている人に役立てくだ

さいと、7,775円を手渡しました。

　みはる保育園では、毎月１日を子ども赤十字の

日として募金活動を行ってきました。この募金は、

町を通して日本赤十字社に送られます。

12／
19

12／
６

認知症サポーター養成講座を行いました！

　クリスマス恒例のゆるキャラによる町
内保育園特別訪問が、12月中旬から下
旬にかけて行われました。
　このうち、18日には、ウェスパ椿山の「ビートル
くん」、「モモちゃん」がみよし保育園を訪問。元気
な子どもたちはゆるキャラに質問をしたり、キャラク
ターに抱き着くなど交流を楽しみました。
　キャラクターから一足早いプレゼントを受け取った
園児たちは、、あふれる笑顔で「ありがとうございま
す」とお礼を伝えていました。

12／
18

子どもたちにクリスマスプレゼント

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
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365日・24時間受け付けております。
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11
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11／
26
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12／
19

12／
６
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12／
18
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町村合併15周年記念誌「（仮）深浦のあゆみ」　特別コラム
　来年度末に刊行を予定している15周年記念誌の編集・執筆を担当くださる編集委員の皆さんに、コラム
を掲載いただいております。

～県境・藩境の町～

深浦のあゆみ編集委員会　委員長　瀧本　壽史

　昨年、令和元年７月13日と14日、「八峰・深浦　国境400年まつり」が隣町の八峰町で開催されました。
隣町と言っても秋田県になります。深浦町は秋田県との県境の町です。旧岩﨑村との合併によってこのよ
うになったわけですが、このことは深浦町の地域経済や文化を語る上で大きな特色となっています。「深
浦のあゆみ」の編集にあたっては、この県境の町であることを大きな柱の一つとしています。国道101号
やＪＲ五能線が走り、日常生活では県境を意識しなくなってきていますが、この県境を意識しない意識が、
深浦町の今後の地域形成・発展の鍵を握っているように思われます。
　さて、この県境は、江戸時代は弘前藩と秋田藩の藩境＝国境でもありました。弘前藩初代藩主津軽為信
は秋田佐竹氏と領地を交換して比内地方（現秋田県大館市）を譲り、須郷崎を藩境として深浦南方を領地
としたとされています。為信が領地交換して得た深浦地域は江戸時代初期、大変重要な地域でした。津軽
氏はその自立に向けて、京都・大坂（現大阪）に基盤を置く豊臣政権との接近を図ったり、徳川政権初期
における京都勤番等に備えて上方に兵糧米を送るために、海道・街道ともに日本海交通につながる必要が
あったからです。為信は秀吉に贈答品として鷹を献上しましたが、この鷹献上ルートは大間越から秋田領
八森に入る西浜街道（大間越街道）でした。為信自身もこのルートで上方と津軽を往復していました。徳
川政権に代わっても当初はこのルートが参勤交代に用いられ、幕府巡見使もこの道を利用しています。ま
た弘前藩の蔵屋敷も畿内・北陸を結ぶ交通の要所であった日本海側の敦賀（福井県敦賀市）に置いていま
した。
　その後、弘前藩は17世紀中頃、領内の経済・流通統制のために港６ヶ所と関所３ヶ所を「九浦」とし
て指定します。当然、深浦港と大間越関所もその中に入りました。ともに藩境の位置にあり、日本海側の
海陸ルートの出入り口として弘前藩確立に向けて大きな役割を担うことになったのです。深浦地域は江戸
時代からの「津軽の玄関口」であったことを強みとして発展していける「県境の町」なのだと考えていま
す。

（弘前大学大学院教育学研究科教職実践専攻〔教職大学院〕教授）

 　　

写真１　山形岳泉「深浦港之図」
　　　　（「合浦山水観（西浜）」青森県立郷土館蔵）
江戸末期から明治初期にかけて弘前で活躍した日本画家平尾魯仙が
描いた19世紀中頃の原画を弟子の岳泉が明治41（1908）年頃に模写
したもの。

写真２　深浦町文化財（史跡）「大間越関所跡」（2019年3月撮影）

ラダートレーニングの様子

ちからをあわせてぺったんこ！

深浦町連合青年団から寄付をいただきました
　年代や職業、性別を問わず地域の課題や祭りなどを楽しく活動する地域団体の深浦町連合青年団

から寄付をいただきました。

　深浦町連合青年団は、30年ほど前に活動していた団体。現在は所属している団員も還暦間近など、活動は

衰退してきましたが、活動資金が残

っていたため、何か町のためにでき

ないかと思い、これからの未来を担

っていく子供たちのためにと寄付さ

れたものです。深浦町連合青年団の

皆さんの思いは、今の子供たちへし

っかりと受け継がれていきます。

12／
25

団長の山本進さん（12区）【左】 深浦町連合青年団の皆さん

ぺったん、ぺったん
　みよし保育園で毎年恒例の餅つき会が行われました。「ぺっ

たん、ぺったんこ♪」と歌に合わせて、小さな臼と杵でお餅をつく園児たち。

みんなでついたお餅は、お雑煮やおしるこ、きな粉餅などにして美味しくい

ただきました。「子どもたちにとっては貴重な体験。日本の文化に触れて、

学んでほしい」と野呂園長。餅つき会は、来年も実施する予定です。

12／
27

　正しい体の使い方や、トレーニング方法を学び、パ
フォーマンス向上を目的としたトレーニング教室が、
木造高校深浦校舎及び管内中学校の１、２年生を対象
に、木造高深浦校舎体育館で開催されました。
　トレーニング教室では、ＪｏｙＳｐｏ！ふかうらの
平沢一臣スポーツトレーナーが、ラダーやマイクルハ
ードル等の器材を使って足を速く動かすトレーニング
や、体幹を鍛えるトレーニングを紹介。生徒たちは、
使い慣れない器材でのトレーニングに悪戦苦闘してい
ましたが、コツをつかむと楽しそうに取り組んでいま
した。また、他校との交流も深まり、最後は笑顔で汗
を流す生徒でいっぱいでした。

12／
26楽しく、汗を流す
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ウェスパ椿山

　何十年も腰痛や肩、膝の痛みや背中の痛みなど

に苦しんでいる人は少なくありません。最初はあ

ちこち病院や接骨院を回ったけど、よくならなか

ったからあきらめてたという話はよ＜耳にしま

す。

　痛みというものは体に異常が起きたことを知ら

せる危険信号です。けがや神経からくる痛みだっ

たり、腫瘍などの悪性疾患からくる痛みだったり

しますが、通常は酒切な治療をして痛みの原因を

取り除けば治る又は軽減するのが一般的です。そ

の痛みが３か月以上経過した状態を慢性疼痛とい

います。近年その痛みが慢性化するしくみが解明

されてきています。

　ごく簡単にまとめると、適切な治療がされず痛

い状態が長く続いてると脳や神経が間違った判断

をするようになり、通常の状態だったらそれほど

痛みを感じないような状態でも、眠れない＜らい

の激痛を感じるようになるといった感じです。

　この慢性疼痛という状態になってしまうと通常

の痛み止めを飲んでもシップを張っても全く効果

がないことが多くなります。ただ、医学の進歩と

いうのは素晴らしいもので、数年前から脳が痛み

に敏感になってるのを調節してくれる薬や、脊髄

や神経の痛みに敏感になってる部分を鈍感にさせ

るような薬が使えるようになりました。また、以

前では癌にしか使えなかった麻薬系の薬も安全に

使えるようになっています。

　慢性疼痛の治療は、先ず痛みの原因を正しく診

断し局所の治療をしたうえで、過敏になっている

脳や神経をリセットしてやるといった流れで行わ

れます。

　ある程度の年齢になると何らかの痛みを抱えて

生活してる人がほとんどだと思いますし、痛みの

感じ方は人それぞれだと思いますが、もし生活に

支障をきたすような痛みを抱えているのであれ

ば、一度慢性疼痛を理解している医師の診察をお

勧めします。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

長く続＜痛みについて

須藤 正 人　先生
すとうmriクリニック　院長

今月のドクター 深浦診療所つうしん　No.2

「ほどほどの話」

　前回、時間制限のある救急疾患の話を書きました。

　それぞれの疾患には、制限時間の差はありますが、共通していることがあります。

　それは「酸素」が無くなれば臓器が死んでしまうという点です。

　人は、呼吸をすることによって空気中の酸素を血液の中に取り込みます。

　血液の中に混ざった酸素を身体中に送るポンプの役割をしているのが心臓です。血液が充満している

心臓でさえも「冠動脈」という心臓に血液を送る血管で酸素を得ています。この冠動脈が詰まってしま

うと、心臓の筋肉が死んでしまって「心筋梗塞」という病気になります。心臓の筋肉の多くが死んでし

まうと命に関わる状態になります。かろうじてポンプ機能が残っていれば、「心不全」となり、息切れ

などに苦しむことになります。

　脳は意識や記憶や動きを司る臓器ですが、脳に酸素を届ける血管が詰まったり破れたりすれば脳に酸

素が行かなくなりますので、意識がなくなったり（意識障害）体の動きが悪く（麻痺）なったりします。

「脳梗塞」という状態です。

　脳も心臓も、普段から多くの酸素を必要とする臓器なので、低酸素状態には弱いのです。低酸素状態

に弱い臓器ほど時間制限が短くなります。

　このような血管が詰まってしまう病態が「動脈硬化」と言います。

　動脈の壁の弾力性がなくなったり、内側にコレステロールが溜まってしまうことによって、動脈の血

流が悪くなります。ある時、数ミリの血液の塊やコレステロールの塊などが詰まって細くなった動脈の

中を通れなくなり、血流がストップしてしまうと、脳梗塞や心筋梗塞という状態になるわけです。

　高血糖、高血圧、高コレステロール血症、高尿酸血症、喫煙、ストレス、肥満が動脈硬化になる主要

な原因です。

　病気というよりも体の状態です。いずれも「とり過ぎ」による習慣が原因です。

　忙しく働いて時間もなければ外食やレトルト食が増え塩分取り過ぎて血圧も上がります。ストレスを

抱えればストレスホルモンが過剰に出てきて血管が縮み血圧が上がります。タバコの本数も増えるかも

しれません。

　アルコールを飲み続けていれば、血液の中では高血糖の状態が続きます。たまの贅沢だったご馳走を

日々続ければコレステロールや尿酸が高い血液の状態になります。カロリーを摂り過ぎれば、肥満にな

ります。肥満になれば、糖尿病や高血圧になりやすくなります。

　動脈硬化は、長い年月をかけて少しずつ起きるもので、ある一線を越えるまでは症状がなく気がつか

ないでいることが怖いところです。

　普段から「ほどほど」の生活を心がけるのが大切でしょう。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹

検索

健康
万歩計
健康
万歩計
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ウェスパ椿山

　何十年も腰痛や肩、膝の痛みや背中の痛みなど

に苦しんでいる人は少なくありません。最初はあ

ちこち病院や接骨院を回ったけど、よくならなか

ったからあきらめてたという話はよ＜耳にしま

す。

　痛みというものは体に異常が起きたことを知ら

せる危険信号です。けがや神経からくる痛みだっ

たり、腫瘍などの悪性疾患からくる痛みだったり

しますが、通常は酒切な治療をして痛みの原因を

取り除けば治る又は軽減するのが一般的です。そ

の痛みが３か月以上経過した状態を慢性疼痛とい

います。近年その痛みが慢性化するしくみが解明

されてきています。

　ごく簡単にまとめると、適切な治療がされず痛

い状態が長く続いてると脳や神経が間違った判断

をするようになり、通常の状態だったらそれほど

痛みを感じないような状態でも、眠れない＜らい

の激痛を感じるようになるといった感じです。

　この慢性疼痛という状態になってしまうと通常

の痛み止めを飲んでもシップを張っても全く効果

がないことが多くなります。ただ、医学の進歩と

いうのは素晴らしいもので、数年前から脳が痛み

に敏感になってるのを調節してくれる薬や、脊髄

や神経の痛みに敏感になってる部分を鈍感にさせ

るような薬が使えるようになりました。また、以

前では癌にしか使えなかった麻薬系の薬も安全に

使えるようになっています。

　慢性疼痛の治療は、先ず痛みの原因を正しく診

断し局所の治療をしたうえで、過敏になっている

脳や神経をリセットしてやるといった流れで行わ

れます。

　ある程度の年齢になると何らかの痛みを抱えて

生活してる人がほとんどだと思いますし、痛みの

感じ方は人それぞれだと思いますが、もし生活に

支障をきたすような痛みを抱えているのであれ

ば、一度慢性疼痛を理解している医師の診察をお

勧めします。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

長く続＜痛みについて

須藤 正 人　先生
すとうmriクリニック　院長

今月のドクター 深浦診療所つうしん　No.2

「ほどほどの話」

　前回、時間制限のある救急疾患の話を書きました。

　それぞれの疾患には、制限時間の差はありますが、共通していることがあります。

　それは「酸素」が無くなれば臓器が死んでしまうという点です。

　人は、呼吸をすることによって空気中の酸素を血液の中に取り込みます。

　血液の中に混ざった酸素を身体中に送るポンプの役割をしているのが心臓です。血液が充満している

心臓でさえも「冠動脈」という心臓に血液を送る血管で酸素を得ています。この冠動脈が詰まってしま

うと、心臓の筋肉が死んでしまって「心筋梗塞」という病気になります。心臓の筋肉の多くが死んでし

まうと命に関わる状態になります。かろうじてポンプ機能が残っていれば、「心不全」となり、息切れ

などに苦しむことになります。

　脳は意識や記憶や動きを司る臓器ですが、脳に酸素を届ける血管が詰まったり破れたりすれば脳に酸

素が行かなくなりますので、意識がなくなったり（意識障害）体の動きが悪く（麻痺）なったりします。

「脳梗塞」という状態です。

　脳も心臓も、普段から多くの酸素を必要とする臓器なので、低酸素状態には弱いのです。低酸素状態

に弱い臓器ほど時間制限が短くなります。

　このような血管が詰まってしまう病態が「動脈硬化」と言います。

　動脈の壁の弾力性がなくなったり、内側にコレステロールが溜まってしまうことによって、動脈の血

流が悪くなります。ある時、数ミリの血液の塊やコレステロールの塊などが詰まって細くなった動脈の

中を通れなくなり、血流がストップしてしまうと、脳梗塞や心筋梗塞という状態になるわけです。

　高血糖、高血圧、高コレステロール血症、高尿酸血症、喫煙、ストレス、肥満が動脈硬化になる主要

な原因です。

　病気というよりも体の状態です。いずれも「とり過ぎ」による習慣が原因です。

　忙しく働いて時間もなければ外食やレトルト食が増え塩分取り過ぎて血圧も上がります。ストレスを

抱えればストレスホルモンが過剰に出てきて血管が縮み血圧が上がります。タバコの本数も増えるかも

しれません。

　アルコールを飲み続けていれば、血液の中では高血糖の状態が続きます。たまの贅沢だったご馳走を

日々続ければコレステロールや尿酸が高い血液の状態になります。カロリーを摂り過ぎれば、肥満にな

ります。肥満になれば、糖尿病や高血圧になりやすくなります。

　動脈硬化は、長い年月をかけて少しずつ起きるもので、ある一線を越えるまでは症状がなく気がつか

ないでいることが怖いところです。

　普段から「ほどほど」の生活を心がけるのが大切でしょう。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹

検索
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深
校
だ
よ
り

《12月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
令
和
元
年
11
月
21
日
〜
令
和
元
年
12
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
末
に
行
わ
れ
た
裸
参
り
は
、
全

地
区
の
裸
参
り
の
取
材
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
雨
や
吹
雪
の
中
で
も

耐
え
て
練
り
歩
く
姿
は
素
敵
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
女
で
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
と
も
思
い
ま
し
た
（
笑
）

　
さ
て
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ

ー
。
一
度
で
い
い
か
ら
生
で
見
て
み
た

い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
ど
の
競
技
に
注

目
し
て
い
ま
す
か
？
私
は
や
っ
ぱ
り
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
い
い
け
ど
Ｎ
Ｂ
Ａ
と
か
Ｊ
リ
ー

グ
と
か
も
見
て
み
た
い
！
や
り
た
い
こ

と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
０
２
０
年
！

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

坂
　
本
　
勇
　
藏
（
91
）
３
　
　
区

赤
　
石
　
才
次
郎
（
89
）
川
原
町

石
　
沢
　
常
　
男
（
87
）
塩
見
崎

神
　
　
　
き
ぬ
ゑ
（
91
）
驫
　
　
木

山
　
本
　
つ
　
ゑ
（
82
）
風
合
瀬

佐
　
藤
　
ヨ
　
ネ
（
91
）
晴
　
　
山

岩
　
森
　
信
　
子
（
68
）
沢
　
　
辺

宮
　
西
　
　
　
勉
（
85
）
岩
崎
上

増
　
田
　
チ
　
ヤ
（
101
）
岩
崎
上

工
　
藤
　
　
　
勉
（
78
）
黒
　
　
崎

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が
気

に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛
く
紹

介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
め
か
ぶ
そ
ば
　
￥
９
０
０

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
正
月
は
美
味
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
な
ん

だ
か
体
が
重
い
な…

と
感
じ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
お
ス
ス
メ
す
る
新
年
一
発

目
の
美
味
し
い
時
間
は
、
匠
屋
さ
ん
の
「
め
か
ぶ
そ

ば
」
で
す
。

　
そ
ば
の
上
に
は
、
め
か
ぶ
、
天
か
す
、
わ
か
め
、

ネ
ギ
、
海
苔
が
ど
っ
さ
り
！
色
合
い
に
か
ま
ぼ
こ
が

ち
ょ
ん
っ
と
乗
っ
て
い
て
か
わ
い
い
で
す
。
一
口
食

べ
て
み
る
と
、
め
か
ぶ
の
粘
り
で
ツ
ル
ツ
ル
ー
っ
と

食
べ
や
す
く
、
優
し
い
お
出
汁
の
中
に
磯
の
風
味
が

ふ
わ
っ
と
香
り
ま
す
。
め
か
ぶ
の
お
か
げ
で
、
ず
っ

と
お
そ
ば
は
熱
々
！
ツ
ル
ツ
ル
と
、
サ
ラ
サ
ラ
っ
と

汁
も
最
後
ま
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
正

月
で
食
べ
す
ぎ
た
身
体
に
、
「
め
か
ぶ
そ
ば
」
で
体

調
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
匠
屋
さ
ん
は
夜
も
営
業
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
新
年
会
だ
！
と
い
う
方
に
も
、
シ
メ
と
し
て
お

ス
ス
メ
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
角
煮
丼
（
１
，
０
０

０
円
）
や
ら
ー
め
ん
（
６
０
０
円
）
、
人
気
メ
ニ
ュ

ー
の
だ
し
巻
玉
子
（
５
０
０
円
）
も
あ
り
ま
す
。

　
新
年
は
匠
屋
さ
ん
の
「
め
か
ぶ
そ
ば
」
で
決
ま

り
！
美
味
し
い
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報
・
問
合
せ
先

お
食
事
処
　
匠
屋

大
字
関
字
豊
田
６̶

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
76̶

３
６
３
０

営
業
時
間
：
11
時
〜
14
時

　
　
　
　
　
17
時
〜
20
時

定
休
日
：
水
曜
日

日
替
わ
り
の
夕
陽
を
抱
け
て
幸
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　後

　藤

　信

　柳

宇
宙
か
ら
見
れ
ば
輝
く
青
い
星

　
　
　
　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

口
軽
く
不
用
意
に
言
い
墓
穴
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

浮
き
沈
み
し
て
人
生
八
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　磨

　砂

背
も
た
れ
の
な
い
椅
子
で
す
か
こ
の
浮
き
世

　
　
　浜

　町

　闊

　歩

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
に
見
え
て
も
芯
は
ま
だ
折
れ
ぬ

　
　佐

　藤

　
　
　豊

こ
ん
に
ゃ
く
の
苦
言
オ
レ
に
も
芯
が
あ
る

　
　
　
　佐
々
木

　か
も
め

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
と
若
布
昆
布
の
森
豊
か

　
　
　
　
　吉

　田

　吹

　喜 

浮
雲
に
心
を
寄
せ
て
い
た
誤
算

　
　
　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

介
護
す
る
耳
に
小
さ
な
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　山

　野

　茶
花
子

3,782人
4,237人
8,019人
3,736世帯

（－10）
（－ 4）
（－14）
（－ 6）

２
年
次
修
学
旅
行

　
２
年
次
は
１
２
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
）ま
で

京
都
・
奈
良
・
大
阪
へ
４
泊
５
日
の
修
学
旅
行
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
で
は
、
２
日
目
の
京
都
市
内

自
主
研
修
の
際
に
海
外
か
ら
の
旅
行
客
に
「
世
界

自
然
遺
産
『
白
神
山
地
』
を
知
っ
て
い
る
か
」
を

英
語
で
問
い
か
け
、
町
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
用
い
て
深
浦
を
Ｐ
Ｒ
し
、
写
真
を
一
緒
に

撮
っ
て
く
る
と
い
う
課
題
を
課
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
人
の
観
光
客
に
も
同
様
に
深
浦
を
Ｐ
Ｒ
す
る

課
題
を
課
し
ま
し
た
。

　
出
発
前
に
英
語
の
授
業
で
十
分
練
習
を
し
て
か

ら
京
都
に
行
き
ま
し
た
が
、
自
主
研
修
に
出
発
す

る
際
は
不
安
げ
な
様
子
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し

か
し
、
生
徒
は
皆
課
題
を
き
ち
ん
と
ク
リ
ア
し
、

自
主
研
修
を
満
喫
し
て
笑
顔
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
白
神
山
地
を
知
っ
て
い
る
外
国

人
は
19
人
中
１
人
、
日
本
人
は
19
人
中
５
人
で
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の

よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
も
っ
と
白
神
山
地
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
え
る
か
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
内
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

外
国
人
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
感
想

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
（
福
澤
　
凌
）

「
言
葉
に
詰
ま
っ
た
と
き
も
外
国
人
の
方
は
笑
顔

で
頷
い
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
と
て
も
話
し
や
す
か
っ
た
で

す
。」
（
嶋
元
　
陽
崇
）

「
相
槌
を
打
ち
な
が
ら

笑
顔
で
聞
い
て
く
れ
た

の
で
や
っ
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。」

（
野
呂
　
風
花
）

「
知
ら
な
い
人
に
声
を

掛
け
る
と
い
う
不
安
な

気
持
ち
を
押
し
殺
し
、

自
分
で
考
え
て
積
極
的

に
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。」

（
工
藤
　
さ
く
ら
）

修
学
旅
行
行
程

１
日
目
　
深
浦
↓
京
都
（
金
閣
寺
等
）

２
日
目
　
清
水
寺
、
京
都
市
内
自
主
研
修

３
日
目
　
平
等
院
、
奈
良
（
法
隆
寺
、
東
大
寺
、

薬
師
寺
）

４
日
目
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ

パ
ン

５
日
目
　
大
阪
（
海
遊
館
、
道
頓
堀
散
策
）
↓

深
浦

【
１
・
２
月
の
行
事
予
定
】

１
月
９
日（
木
）　
３
学
期
始
業
式

１
月
15
日（
水
）　
第
３
回
防
災
教
室

１
月
16
日（
木
）　
百
人
一
首
大
会
　

１
月
27
日（
月
）〜
30
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
３
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
12
日（
水
）〜
17
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
１・
２
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
25
日（
火
）　
２
年
次
企
業
見
学

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　広
報
ふ
か
う
ら
12
月
号
に
名
前
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
、

訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

【
正
】
鈴
木

　一
善

【
誤
】
鈴
木

　善
一

10
ペ
ー
ジ

「
む
し
歯
ゼ
ロ
の
子
大
集
合
」

【
正
】
中
村

　心
優

【
誤
】
中
村

　心
優

し
ゆ
う

し
ゅ
う

戸
籍

窓
の

第21回
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深
校
だ
よ
り

《12月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
令
和
元
年
11
月
21
日
〜
令
和
元
年
12
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
末
に
行
わ
れ
た
裸
参
り
は
、
全

地
区
の
裸
参
り
の
取
材
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
雨
や
吹
雪
の
中
で
も

耐
え
て
練
り
歩
く
姿
は
素
敵
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
女
で
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
と
も
思
い
ま
し
た
（
笑
）

　
さ
て
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ

ー
。
一
度
で
い
い
か
ら
生
で
見
て
み
た

い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
ど
の
競
技
に
注

目
し
て
い
ま
す
か
？
私
は
や
っ
ぱ
り
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
い
い
け
ど
Ｎ
Ｂ
Ａ
と
か
Ｊ
リ
ー

グ
と
か
も
見
て
み
た
い
！
や
り
た
い
こ

と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
０
２
０
年
！

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

坂
　
本
　
勇
　
藏
（
91
）
３
　
　
区

赤
　
石
　
才
次
郎
（
89
）
川
原
町

石
　
沢
　
常
　
男
（
87
）
塩
見
崎

神
　
　
　
き
ぬ
ゑ
（
91
）
驫
　
　
木

山
　
本
　
つ
　
ゑ
（
82
）
風
合
瀬

佐
　
藤
　
ヨ
　
ネ
（
91
）
晴
　
　
山

岩
　
森
　
信
　
子
（
68
）
沢
　
　
辺

宮
　
西
　
　
　
勉
（
85
）
岩
崎
上

増
　
田
　
チ
　
ヤ
（
101
）
岩
崎
上

工
　
藤
　
　
　
勉
（
78
）
黒
　
　
崎

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が
気

に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛
く
紹

介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
め
か
ぶ
そ
ば
　
￥
９
０
０

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
正
月
は
美
味
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
な
ん

だ
か
体
が
重
い
な…

と
感
じ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
お
ス
ス
メ
す
る
新
年
一
発

目
の
美
味
し
い
時
間
は
、
匠
屋
さ
ん
の
「
め
か
ぶ
そ

ば
」
で
す
。

　
そ
ば
の
上
に
は
、
め
か
ぶ
、
天
か
す
、
わ
か
め
、

ネ
ギ
、
海
苔
が
ど
っ
さ
り
！
色
合
い
に
か
ま
ぼ
こ
が

ち
ょ
ん
っ
と
乗
っ
て
い
て
か
わ
い
い
で
す
。
一
口
食

べ
て
み
る
と
、
め
か
ぶ
の
粘
り
で
ツ
ル
ツ
ル
ー
っ
と

食
べ
や
す
く
、
優
し
い
お
出
汁
の
中
に
磯
の
風
味
が

ふ
わ
っ
と
香
り
ま
す
。
め
か
ぶ
の
お
か
げ
で
、
ず
っ

と
お
そ
ば
は
熱
々
！
ツ
ル
ツ
ル
と
、
サ
ラ
サ
ラ
っ
と

汁
も
最
後
ま
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
正

月
で
食
べ
す
ぎ
た
身
体
に
、
「
め
か
ぶ
そ
ば
」
で
体

調
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
匠
屋
さ
ん
は
夜
も
営
業
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
新
年
会
だ
！
と
い
う
方
に
も
、
シ
メ
と
し
て
お

ス
ス
メ
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
角
煮
丼
（
１
，
０
０

０
円
）
や
ら
ー
め
ん
（
６
０
０
円
）
、
人
気
メ
ニ
ュ

ー
の
だ
し
巻
玉
子
（
５
０
０
円
）
も
あ
り
ま
す
。

　
新
年
は
匠
屋
さ
ん
の
「
め
か
ぶ
そ
ば
」
で
決
ま

り
！
美
味
し
い
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報
・
問
合
せ
先

お
食
事
処
　
匠
屋

大
字
関
字
豊
田
６̶

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
76̶

３
６
３
０

営
業
時
間
：
11
時
〜
14
時

　
　
　
　
　
17
時
〜
20
時

定
休
日
：
水
曜
日

日
替
わ
り
の
夕
陽
を
抱
け
て
幸
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　後

　藤

　信

　柳

宇
宙
か
ら
見
れ
ば
輝
く
青
い
星

　
　
　
　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

口
軽
く
不
用
意
に
言
い
墓
穴
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

浮
き
沈
み
し
て
人
生
八
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　磨

　砂

背
も
た
れ
の
な
い
椅
子
で
す
か
こ
の
浮
き
世

　
　
　浜

　町

　闊

　歩

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
に
見
え
て
も
芯
は
ま
だ
折
れ
ぬ

　
　佐

　藤

　
　
　豊

こ
ん
に
ゃ
く
の
苦
言
オ
レ
に
も
芯
が
あ
る

　
　
　
　佐
々
木

　か
も
め

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
と
若
布
昆
布
の
森
豊
か

　
　
　
　
　吉

　田

　吹

　喜 

浮
雲
に
心
を
寄
せ
て
い
た
誤
算

　
　
　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

介
護
す
る
耳
に
小
さ
な
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　山

　野

　茶
花
子

3,782人
4,237人
8,019人
3,736世帯

（－10）
（－ 4）
（－14）
（－ 6）

２
年
次
修
学
旅
行

　
２
年
次
は
１
２
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
）ま
で

京
都
・
奈
良
・
大
阪
へ
４
泊
５
日
の
修
学
旅
行
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
で
は
、
２
日
目
の
京
都
市
内

自
主
研
修
の
際
に
海
外
か
ら
の
旅
行
客
に
「
世
界

自
然
遺
産
『
白
神
山
地
』
を
知
っ
て
い
る
か
」
を

英
語
で
問
い
か
け
、
町
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
用
い
て
深
浦
を
Ｐ
Ｒ
し
、
写
真
を
一
緒
に

撮
っ
て
く
る
と
い
う
課
題
を
課
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
人
の
観
光
客
に
も
同
様
に
深
浦
を
Ｐ
Ｒ
す
る

課
題
を
課
し
ま
し
た
。

　
出
発
前
に
英
語
の
授
業
で
十
分
練
習
を
し
て
か

ら
京
都
に
行
き
ま
し
た
が
、
自
主
研
修
に
出
発
す

る
際
は
不
安
げ
な
様
子
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し

か
し
、
生
徒
は
皆
課
題
を
き
ち
ん
と
ク
リ
ア
し
、

自
主
研
修
を
満
喫
し
て
笑
顔
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
白
神
山
地
を
知
っ
て
い
る
外
国

人
は
19
人
中
１
人
、
日
本
人
は
19
人
中
５
人
で
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の

よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
も
っ
と
白
神
山
地
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
え
る
か
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
内
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

外
国
人
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
感
想

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
（
福
澤
　
凌
）

「
言
葉
に
詰
ま
っ
た
と
き
も
外
国
人
の
方
は
笑
顔

で
頷
い
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
と
て
も
話
し
や
す
か
っ
た
で

す
。」
（
嶋
元
　
陽
崇
）

「
相
槌
を
打
ち
な
が
ら

笑
顔
で
聞
い
て
く
れ
た

の
で
や
っ
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。」

（
野
呂
　
風
花
）

「
知
ら
な
い
人
に
声
を

掛
け
る
と
い
う
不
安
な

気
持
ち
を
押
し
殺
し
、

自
分
で
考
え
て
積
極
的

に
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。」

（
工
藤
　
さ
く
ら
）

修
学
旅
行
行
程

１
日
目
　
深
浦
↓
京
都
（
金
閣
寺
等
）

２
日
目
　
清
水
寺
、
京
都
市
内
自
主
研
修

３
日
目
　
平
等
院
、
奈
良
（
法
隆
寺
、
東
大
寺
、

薬
師
寺
）

４
日
目
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ

パ
ン

５
日
目
　
大
阪
（
海
遊
館
、
道
頓
堀
散
策
）
↓

深
浦

【
１
・
２
月
の
行
事
予
定
】

１
月
９
日（
木
）　
３
学
期
始
業
式

１
月
15
日（
水
）　
第
３
回
防
災
教
室

１
月
16
日（
木
）　
百
人
一
首
大
会
　

１
月
27
日（
月
）〜
30
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
３
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
12
日（
水
）〜
17
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
１・
２
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
25
日（
火
）　
２
年
次
企
業
見
学

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　広
報
ふ
か
う
ら
12
月
号
に
名
前
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
、

訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

【
正
】
鈴
木

　一
善

【
誤
】
鈴
木

　善
一

10
ペ
ー
ジ

「
む
し
歯
ゼ
ロ
の
子
大
集
合
」

【
正
】
中
村

　心
優

【
誤
】
中
村

　心
優

し
ゆ
う

し
ゅ
う

戸
籍

窓
の

第21回
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総
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戦
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企
画
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整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

１月号
No.178

（上段左から）
　こ　　ん　ゆ う あくん（３さい）
　さかざき　か い りくん（３さい）
　ながさか　ゆうとくくん（３さい）
　た な か　さ く あさん（３さい）
　いしざわ　い っ とくん（２さい）
　さかざき　が　　いくん（２さい）

（下段左から）
　よ な が　さ　　わさん（２さい）
　さかざき　み づ きさん（１さい）
　み う ら　しんじろうくん（２さい）
　まつさわ　こ は るさん（２さい）
　い と う　う た のさん（２さい）
　くろたき　こ い きさん（２さい）
　やまもと　か ん じくん（２さい）
　やまもと　ま な とくん（２さい）
　やまもと　は る とくん（０さい７かげつ）

みはる保育園のなかよしたち

「今年は　ハッピーマウス！」

新年の無病息災を願う
　寒風が吹きつける中、岩崎地区で行われた
「裸参り」。締め込み姿で練り歩く男衆は、
威勢のいい掛け声で新年の無病息災を願いま
した。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

２月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年２月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

山﨑　結惟ちゃん（北金２区）
H28／１／６生

「元気いっぱい大きくなってね！」

ゆ い

黒滝　乎粋ちゃん（追良瀬）
H30／１／28生

「今年もたくさんあそぼうね！」

こ いき

世永　咲羽ちゃん（風合瀬）
H29／12／１生

「わが家のわんぱくガール　」

さ わ




